
～海外インテリア事情「英国のインテリアデザイン」～  セミナー報告

講師 千本松直子氏 平成21年10月21日(水)18：30～20：30 ホテルロイトン札幌 C会場

クラシックと呼ばれるものも元は流行としてモダンであった
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「DESIGN WORKS 2009 私達の活動と仕事の報告」の報告

12月10日（木）18：30～20：30 中央区大通東3-１ 内田洋行イベントルーム「ユーカラ」

リノベーションを紹介する墨谷氏↑

2010．3．24 開催 TIC 「こんな部屋いいな 絵画コンテスト」審査会報告

平成21年12月9日（水）13：30～16：00 西区発寒7条9丁目 札幌木工センター会議室
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“いえには 巣のような 居心地良さが 必要 ”

← 洗面コーナー エントランス →

         

（社）インテリア産業協会北海道支部 トータルインテリアキャンペーン ＴＩＣに参加します。

私は、日ごろなかなかセミナーに参加できないのに加え、前回も

急用にて参加できなくなってしまいとても残念に思っておりました。

そんな事もあり、今回の千本松先生の講演は、英国に関してほぼ

全く知識の無い私ですが、一体どんなお話が聞けるのだろうととて

も楽しみにしておりました。  イギリスというとやはり歴史ある国で、

古き良き物を重んじているというイメージがある位なのですが、紹介してくださった写真はどれも近代的

というか未来的なものが多くびっくりしました。 特にロンドン市庁舎は、まるで弾丸が今にも崩れ落ち

そうなドキドキする外観で斬新でした。 また、古き建築には、歴史を匂わせながら新しい役目に活用し

ていることにも感心しました。そのような、

融合されるのは必然であり、人のたった数キログラムの脳の中の想像力に感心しきり。

英国とはそのような想像力をひき出し、広げてくれる国なのでしょうか。

そうして、先生のお話を聞いて、その理由のひとつが幾つか有るインアテリア見本市にあるのだな

ーと思いました。特に100％デザインロンドンでは新しいものを追求する意欲がすごい。形や素材はベ

ーシックなものなのに組み合わせでこんなにも生まれ変わるのでしょうか。渋めな色にメタルを合わせ

るなど、私の感覚だと「メタル＝冷たい工業製品」と思いがちなのですが、その輝きが高級なイメージに

押し上げる役割をしているとのことで「なるほど」と思いました。 あと、展示がそのような傾向なのか、

英国では普通にお宅でされている事なのか、鏡を、それも大きめの鏡を壁に取り付けていて、こちらも

室内の雰囲気をゴージャスに見せているなと思いました。 帰り際、新築マンションのパンフレットも見

せていただき、コーディネートが日本に比べシンプルなのが意外でしたが、先

生によると「むこうの人にとって、日本の方がコーディネート“しすぎ”ている」

らしいです。 新しい発想が次々個々に生まれる英国では、シンプルなコー

ディネートを所有者が思いのままに完成させてゆくスタイルなのでしょうか。

今回、何もかにもが私には新しく楽しいセミナーとなり、わざわざ北海道までお越し頂いた千本松先

生に感謝いたします。 またお話を聞く機会がありましたら、是非参加したいです。   ? 榎本美千代

千本松氏のセミナーは建物（箱）からインテリア（内部）まで, 高級マンションの間取り図からコンセン

トプレート・フラワーアレンジメントまで、細かい視点が IC らしく、普段のセミナーとは少し違った画像が

見られ、興味深いものでした。 またショールームや展示場の画像からは、色の洪水、デコラな物、リュ

クスな物が、これでもかという位溢れていまして、シンプルモダンの空間を見た時に、逆になんだか物

足りなくって、寂しい気持ちになってしまう。というmagic に掛かってしまいました。（笑）

お話の中に出てきた、東京の ICが良く行く施設の1つ輸入タイルのSRを“大地真央”の様なお店と

我が家は、今、人間3名と猫2匹で暮らしている。雄猫のジョニーは、今

年 10 歳になる。短毛でブルーグレイのイケメン猫だ。 もう1 匹は、ニニと

いう名で、茶と黒と白の三毛のおばさん猫だ。生後2ヶ月でやって来た。

ジョニーが満一歳になった時に、娘がこう言い出した。 「もう一匹、猫を

飼おうよ。ジョニーの遊び相手にもなるし。」

猫好きの私も、こう思った。

「一度に2 匹、抱っこするって、幸せ2 倍！」だと。

あれから9 年。 この2 匹の猫たちは、お互いに

ビミョ―な距離を保って、暮らしている。

だから私のその夢は、まだかなっていない。

2 匹が同じソファーで眠っている。 60cm の間を空けて、丸くなっている。 この

距離をなんとか縮めたい。ペットショップで、2 枚買ったふかふかのペット用毛布。

その2 枚をくっつけて並べて様子を見てみた。 すると、10cmだけ離れて、丸く

なって眠っているではないか。 この手を使って、両手に猫の幸せを、いつか実現させたいと思う。

私に又、又原稿依頼が来てしまいました。忍者のように姿を消しているのですが。私で本当にいいの

でしょうか、HICA の中でも異色だと思うのですが。この業界から遠ざかる事ン十年、会員になっている

のも変ですよね。今本職は看護師です、小樽市内の老健施設に勤務しています。長い間インテリアに

携わって来ましたが、今の仕事はとても忙しく手が回りません。来年は還暦

で赤いチャンチャンコ、きっと布袋様のように似合います。

小樽の坂道の話をとのご依頼ですが、小樽で坂道でない所は何処かに

100M と言う噂を聞いたことはありますが見たことはありません。夏に家を建

てる時は坂道側に玄関は要注意です。冬に通行禁止の坂が沢山あります。

は小樽で一番有名な船見坂です、昔商船が停泊していた港が一

望できた事が由来です。坂の上からなが

めると当時が偲ばれます。         

の坂は私が小樽で一

番好きな坂です。望洋台の横

お話の中に出てきた、東京の ICが良く行く施設の1つ輸入タイルのSRを“大地真央”の様なお店と

表現していた時、会場は『分かる。分かる。』と頷く様子。 そういった表現で皆さんが、その

と、心に残りました。

私のかみっぱなしの拙い MC で、お聞き苦しい状況で大変申し訳なかったのですが、それ以外の

部分は大変良いセミナーで、 終了後、 時間が押していたにも

関わらず、お持ちいただいたロンドンの高級マンションの販売カ

タログに IC が群がっていました。 これも普段はなかなか、そう

いった機会がないので楽しいものでした。今回は

～美しい装飾をみると、気分が高揚して幸せな気持ちになる～  

セミナーでした。                    ? 鈴木紀美江

新建築家技術者集団北海道支部主催で、当協会とインテリアプランナー協会・建築士会設計専攻

部会が協力し私たちが日々どのような仕事をしているのか各会

から2 名が報告をしました。当会からは墨谷氏、タムラ氏がマン

ションリノベーションなど今年の仕事をそれぞれ紹介。両氏共に

住宅紹介にカーテンなどインテリアエレメントの話題があり、IPA

は施設などデザイン、新たに住宅を専門分野として登録した設

計専攻部会は図面にこれだけ内容が表されているという矩計り

  図面、新建北海道支部は断熱構造の紹介が印象に残りました。

インテリア産業協会の方々や IC 団体の皆さんと石原会長・中村副会長・清水事業部長が 2010TIC

で終了する絵画コンテストの審査会に参加しました。 札幌市小学 1～6 年生が対象の応募には低学

年で目立つ絵画ではないけれどコンセプトも添えられ楽しい作品

や、毎年参加してくれている子供たちの作品では考えた内容・構

成・色の使い方が固定していないもの、シリーズ化しているものな

どがありました。 様々な住み手に柔軟に対応できるICとして資質

が充分です。TIC で子供たちの夢や家族の希望をご覧下さい。

にありますがそのまま空に続い

ているかの様です。飛べるかも

しれないと思うだけで楽しいで

す。  アートフラワーは一枚の白い布から型をとり、色染めをして、

花を作ります、ステキでしょ！ それでは又いつか。

「素敵なライセンス インテリアコーディネーターをめざすあなたへの 26 章」待ち合わせまでのちょっ

との時間に立ち寄った紀伊国屋で偶然手に取った、インテリアコーディネーターの草分け的な存在であ

る村上英子さんの一冊。女として生まれたからには、のライセンスを取得するための文字群に、次の約

束も忘れるくらい魅せられ読み入り、何だかすっごく

の印象のみで、その後、素敵なその職業になるために向かうに

は充分にシビれ、多大なエネルギーを与えられたような気がし

たものです。孤独な試験勉強中、「頑張りなさい」の無言の応援

がほしくてリフォームセミナーと称するイベントの村上英子さん

に会うために新幹線に乗り、握手して頂いた。     

素敵なライセンスを授かって１０年、 を忘れず、  

温かく帰りたくなるような、

そして、

どこかオリジナルのある

その方だけの空間を

一緒に探すために

試行錯誤の毎々日です。

  

平成 22年 3 月 24 日（水）10：00～16：00 TIC（ロイトン札幌）では、一般の方を対象に会員が新築や

リフォームなど素敵なインテリアをアドバイスする相談会のブースを開設します。 また 10：00～11：00・

12：30～13：30 賛助会員さんの IC 向けセミナー開催、14：00～16：00 北海道支部によるアシハラヒロコ

氏セミナーがあります。 詳細は後日、案内しますので お楽しみに予定表に○を入れて下さい。
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